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正面から見だ昌平童夢館

主

な

しょうへいどうむかん

合いよいよ開館 「昌平童夢館」

＊学校防災基本計画ができました

*0-157にかかわる対策とお願い

＊夏季施設の思い出

昌平童夢館（外神田三丁目複合施設）

は、 9月28日の落成式を間近に控え、
その偉容を現し始めましだ。
昌平小学校や幼稚園の子供だちガ待

ち望んでいだ新校舎での勉強も、もう

すぐ実現します。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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▲ 水深調節ガ可能な25m温水プール

外

神

田

三

丁

目

の

旧

芳

林

小

学

校

の

跡

地

に

建

設

を

進

め

て

い

た

、

昌

平

小

学

校

、

昌

平

幼

稚

園

、

昌

平

ま

ち

か

ど

図

書

館

、

神

田

児

童

館

か

ら

な

る

複

合

施

設

が

間

も

な

く

開

館

し

ま

す

。

施

設

の

愛

称

も

、

子

供

た

ち

の

夢

を

育

む

学

校

や

児

童

館

な

ど

が

入

っ

た

施

設

で

あ

る

こ

と

と

、

屋

上

校

庭

の

屋

根

が

開

閉

式

ド

ー

ム

で

あ

る

こ

し
ょ
う
へ
い
ど
う
む
か
ん

と

か

ら

「

昌

平

童

夢

館

」

と

決

ま

り

ま

し

た

。

こ

の

施

設

は

、

千

代

田

区

が

人

口

回

復

と

区

民

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

を

目

指

し

、

公

共

施

設

の

あ

り

方

を

総

合

的

に

見

直

す

中

で

建

設

に

取

り

組

ん

だ

最

初

の

施

設

で

す

。

昌

平

小

学

校

・

幼

稚

園

の

児

童

・

園

児

は

、

9
月

30日
に

は

新

し

い

施

設

で

の

生

活

を

開

始

し

、

10月

2
日

に

は

、

ま

ち

か

ど

図

書

館

、

児

童

館

も

オ

ー

プ

ン

し

ま

す

。

そ

こ

で

、

こ

の

施

設

の

主

な

特

徴

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

昌

平

小

学

校

に

は

、

教

育

方

法

の

多

様

化

や

新

た

な

時

代

に

対

応

し

た

教

育

が

展

開

で

き

る

よ

う

、

さ

ま

ざ

ま

な

配

慮

が

な

さ

れ

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

学

年

ホ

ー

ル

を

普

通

教

室

に

隣

接

し

て

設

置

し

、

多

様

な

学

習

活

動

を

可

能

に

す

る

と

と

も

に

、

学

年

を

越

え

て

児

童

が

さ

ま

ざ

ま

な

交

流

活

動

を

行

え

る

よ

う

多

目

的

ホ

ー

ル

を

設

け

ま

し

た

。

ま

た

、

限

ら

れ

た

敷

地

を

極

力

有

効

に

利

用

す

る

た

め

に

校

庭

は

屋

上

に

設

置

し

、

風

雨

の

影

響

を

受

け

ず

に

年

間

を

通

じ

て

活

動

が

行

え

る

よ

う

、

開

閉

式

の

屋

根

を

備

え

ま

し

た

。

昌

平

幼

稚

園

に

は

、

保

育

室

に

面

し

て

土

の

園

庭

を

設

け

る

と

と

も

に

、

遊

戯

室

に

は

せ

り

上

が

り

舞

台

を

設

け

、

多

彩

な

行

事

が

行

え

る

よ

う

に

し

ま

し

た

。

児

童

館

に

は

、

ゆ

と

り

あ

る

ス

ペ

ー

ス

に

遊

戯

室

、

音

楽

A
V室
、

図

エ

室

な

ど

を

配

置

し

、

子

供

た

ち

が

個

性

に

応

じ

た

多

様

な

活

動

を

展

開

で

き

る

よ

う

に

し

ま

し

た

。

ま

ち

か

ど

図

書

館

は

、

1
万

5千
冊

の

図

書

と

C

Dな
ど

を

備

え

た

図

書

館

で

、

休

館

日

を

除

い

て

朝

9
時

か

ら

夜

10時
ま

で

開

館

し

、

地

域

の

人

た

ち

の

身

近

な

学

習

需

要

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

昌

平

童

夢

館

は

、

地

域

の

人

た

ち

に

よ

る

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ク

ー

ル

活

動

を

支

援

す

る

施

設

と

も

な

る

も

の

で

す

。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ク

ー

ル

と

は

、

学

校

を

、

子

供

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

、

地

域

の

人

た

ち

の

身

近

な

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

活

動

の

場

と

し

、

区

民

自

ら

が

地

域

や

学

校

の

人

の

つ

な

が

り

や

カ

を

生

か

し

、

交

流

を

広

げ

な

が

ら

行

う

地

域

ぐ

る

み

の

学

習

活

動

を

意

味

す

る

も

の

で

す

。

こ

の

理

念

に

基

づ

き

、

小

学

校

の

体

育

館

・

屋

上

校

庭

・

多

目

的

ホ

ー

ル

な

ど

や

児

童

館

の

音

楽

A
V室
・

集

会

室

な

ど

の

施

設

を

、

教

育

活

動

や

児

童

館

の

本

来

活

動

に

使

用

し

な

い

時

間

帯

に

地

域

の

人

た

ち

に

広

く

開

放

し

、

学

習

や

交

流

の

場

と

し

て

活

用

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

昌

平

童

夢

館

は

、

こ

の

よ

う

に

地

域

を

構

成

す

る

あ

ら

ゆ

る

人

ぴ

と

に

と

っ

て

の

生

涯

学

習

活

動

・

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

の

拠

点

と

な

る

施

設

で

す

。

団

体

利

用

〇

利

用

で

き

る

施

設

小

学

校

…

体

育

館

（

講

堂

）

、

多

目

的

ホ

ー

ル

、

屋

上

校

庭

、

家

庭

科

室

、

音

楽

室

、

図

工

室

な

ど

児

童

館

…

音

楽

A
>室
、

遊

戯

室

、

集

会

室

〇

利

用

時

間

帯

小
学
校
…
平
日
は
夜
間
、
第
2
•

第

4
を

除

く

土

曜

日

は

午

後

と

夜

間

、

学

校

休

業

日

は

午

前

・
午

後

・
夜

間

児

童

館

：

月

曜

日

か

ら

土

曜

日

は

夜

間

、

日

曜

日

と

祝

日

は

午

前

・

午

後

・

夜

間

「

午

前

」

は

9
時

か

ら

12時
ま

で

「

午

後

」

は

1
時

か

ら

5
時

ま

で

「

夜

間

」

は

6
時

か

ら

10時
ま

で

た

だ

し

、

屋

上

校

庭

の

夜

間

は

午

後

9
時

ま

で

。

〇

利

用

方

法

区

内

に

在

住

・

在

勤

・

在

学

し

て

い

る

方

を

中

心

に

構

成

さ

れ

て

い

る

団

体

が

対

象

で

、

あ

ら

か

じ

め

利

用

申

し

込

み

が

必

要

で

す

。

申

込

方

法

、

利

用

料

金

な

ど

、

く

わ

し

く

は

左

記

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

お

問

い

合

わ

せ

は

10月

1
日

ま

で

は

、

10月

2
日

以

降

は

、

▲学年ホール（手前）と一体にもなる教室

プ

ー

ル

の

個

人

利

用

2
5
mプ
ー

ル

(

4

コ

ー

ス

・

可

動

床

）

と

幼

児

プ

ー

ル

の

二

つ

の

温

水

プ

ー

ル

を

利

用

で

き

ま

す

。

ジ

ャ

グ

ジ

ー

、

採

暖

室

な

ど

の

付

帯

設

備

も

備

え

て

い

ま

す

。

〇

利

用

時

間

帯

平

日

は

午

後

6
時

か

ら

9
時

、

第

2
•

第
4

を
除
く
土
曜
日
は
午
後
1

時

か

ら

9
時

、

学

校

休

業

日

は

午

前

10時
か

ら

午

後

9
時

ま

で

で

す

。

こ

の

時

間

帯

の

中

で

、

自

由

な

時

間

に

入

場

で

き

る

2
時

間

単

位

フ

リ

ー

タ

イ

ム

制

で

す

。

な

お

、

入

場

で

き

る

の

は

午

後

8
時

30分
ま

で

で

す

。

〇

利

用

料

金

(

2

時

間

以

内

）

・

大

人

（

高

校

生

以

上

）

区

民

2
6
0
円

一

般

4
0
0
円

・

小

人

（

小

・

中

学

生

）

区

民

l
3
0
円

一

般

2
0
0
円

休

館

日

毎

月

第

2
日

曜

日

年

末

年

始

(12月

28日

1
1月

4
日

）

そ

の

他

臨

時

休

館

日

文

化

施

設

整

備

担

当

課

3
2
6
4
|
0
1
5
1
]

〖
内
線3
1
9
1
1
2

昌

平

ま

ち

か

ど

図

書

館

(
3
2
5
1
1
5
6
4
1
)

へ

施

設

の

地

，域

利

用

施 設 の 概 要
（所在地：外神田 3-4-7)

6 階 小学校 屋上校庭（開閉式ドーム）

学童クラブ室音楽AV室図エ室遊戯室
5 階 児童館

集会室図書コーナー幼児室事務室など

4 階
普通教室 (4室） 学年ホール 音楽室 体育館（講堂）

図工室 理科室国際理解教室 児 童 会室など

普通教室 (4室） 学年ホール保健室

3 階 小 学 校 コンピュータコーナー

相談室会議室校長室職員室など

2 階
普通教室 (4室） 学年ホール家庭科室 多目的ホール

多目的室（和室） 小学校昇降口など

小学校 小 学 校図書室

--------------------- ·~ • • • • ・ー→ー ー- - ---- - - - -- - - - -- - -- - - -- - -- - --------- - - - - ------- --------- - -- --------- - - - ---- - - -- ----- - -- - - ----------- ---

1 階 幼稚園 保育室 (3室） 遊戯室職員室など
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
まちかど図書館

地下 1階 記念室 防災用備蓄倉庫給食厨房など

小学校

地下2階 25mプール幼児プール ジャグジーなど
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2
 



▲備蓄米の炊き出し訓練（番町小）

災
害
発
生
前
の
十
分
な
準
備

0
安
全
の
点
検

学
校
（
園
）
は
子
供
だ
ち
の
学
習
や
生
活
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
地
域
の
万

々
の
避
難
所
と
な
る
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
だ
め
普
段
ガ
ら
破
損
、
故
障
、
転
倒
、
落
下

な
ど
に
よ
っ
て
危
険
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
十
分
な
点
検
を
し
ま
す
。

0
防
災
用
の
備
品
の
整
備

学
校
（
園
）
で
は
災
害
時
の
避
難
生
活
に
備

え
て
必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
学
校

（
園
）
に
い
る
子
供
だ
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職

員
や
避
難
さ
れ
だ
方
々
の
だ
め
に
こ
れ
ガ
ら
も

備
蓄
物
資
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
だ
、
消
火
や
ド
イ
レ
の
排
水
な
ど
に
活
用

（
園
）
に
残
留
す
る
場
合
は
教
職
員
が
残
っ
て

世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
力

ら
家
庭
で
も
非
常
時
に
備
え
て
、
話
し
合
い
を
し

て
あ
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

0
学
校
避
難
所
の
開
設
と
運
営

学
校
（
園
）
が
避
難
所
と
な
る
事
態
を
想
定
し
、

平
常
時
よ
り
地
域
の
方
々
と
教
職
員
、
区
の
職

員
ガ
ら
構
成
す
る
（
仮
称
）
避
難
所
連
絡
協
議
会

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
だ
。

学
校
（
園
）
は
、
深
夜
や
早
朝
の
災
害
発
生
時

の
場
合
、
区
長
の
指
令
ガ
出
さ
れ
る
前
に
、
避
難

所
と
な
る
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
。
区
内
に
住
む
職

員
や
地
域
の
方
々
が
学
校
の
門
、
玄
関
を
開
け
、

避
難
所
の
運
営
に
当
だ
り
ま
す
。
ま
だ
、
開
設

当
初
は
教
職
員
も
役
割
を
分
担
し
て
運
営
に
協

力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
早
く
学
校
（
園
）
を
再
開
す
る

0
学
校
（
園
）
の
復
旧

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
、
子
供
だ
ち
に

と
っ
て
学
校
（
園
）
で
友
達
や
先
生
と
再
会
し

だ
こ
と
ガ
心
の
安
ら
ぎ
に
な
っ
だ
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
だ
め
、
一
日
も
早
く
学
校
（
園
）

を
再
開
し
、
教
育
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
学

校
（
園
）
の
第
一
の
使
命
と
考
え
ま
す
。

再
開
に
当
だ
っ
て
は
、
子
供
だ
ち
や
教
職
員

の
安
否
を
確
認
し
だ
り
、
校
舎
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
だ
り
し
だ
上
で
、
教
育
委

員
会
に
報
告
、
協
議
し
て
判
断
し
ま
す
。

＾ ▲学校残留の子供も落ち着いて行動 ▲識員室の惨状（神戸•本山中）

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
だ
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
惨
状
は
、
一
年
八
ヵ
月
を
経
過
し

だ
現
在
で
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
震
災
直
後
ガ
ら
市
内
の
多
く
の
学
校
が
避
難
所
と
な

り
、
教
職
員
も
救
助
活
動
や
避
難
所
の
運
営
に
当
だ
り
ま
し
だ
。

こ
の
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
の
だ
び
従
来
の
学
校
防
災
計
画
を
見
直
し
、
新
だ
に
、
「
学

校
防
災
基
本
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
だ
。
今
回
は
、
そ
の
見
直
し
の
ボ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
し
、

災
害
時
の
、
地
域
に
お
け
る
学
校
の
果
だ
す
役
割
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
だ
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す。

す
る
だ
め
、
学
校
（
園
）
の
プ
ー
ル
に
は
夏
季

に
限
ら
ず
常
時
、
水
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
に
し

ま
し
だ
。

rーーー 0
防
災
組
織
と
情
報
連
絡

子
供
だ
ち
の
在
校
中
だ
け
で
な
く
、
夜
間
や

休
日
な
ど
の
災
害
発
生
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
教
職
員
の
非
常
参
集
の
体
制
を
整
え
、
防
災

組
織
を
明
確
に
し
て
お
き
ま
す
。

ま
だ
、
各
学
校
（
園
）
に
災
害
優
先
電
話
を

設
置
し
、
情
報
連
絡
ガ
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
力
も

的
確
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

0
防
災
の
指
導

各
学
校
（
園
）
で
は
、
予
想
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
態
に
備
え
て
、
通
報
、
避
難
、
消
火
、

救
護
、
総
合
な
ど
の
訓
練
ガ
缶
月
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
子
供
だ
ち
を
安
全
に
保
護
者
に

引
き
渡
す
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

千
有
民
第
一

号

千
代
田
区
有
形
民
俗
文
化
財

さ

い

し

ぐ

と

は

い

し

え

る

ぞ

く

富
士
講
祭
祀
具
附
登
拝
装
束

一
式

二
十
七
点

千
代
田
区
教
育
委
員
会

昭
和
六
十

一
年
七
月
一
日

と
は
い

富
士
講
は
、

富
士
山
へ
の
登
拝
を
主
な
目
的

と
す
る
信
仰
組
織
で
す
。
江
戸
時
代
の
後
半
、

江
戸
を
中
心
に
、
商
人
・
職
人
・

農
民
ら
を
集

め
て
組
織
化
し
発
達
し
た
も
の
で
、
一

時
は
、

「江
戸
八
百
八
講、

講
中
八
万
人
」
と
も
い
わ

れ
、
日
本
近
代
の
民
衆
宗
教
の
源
流
を
形
作

っ

て
き
ま
し
た
。

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

0
子
供
た
ち
の
緊
急
避
難

災
害
発
生
時
に
は
、
学
校
（
園
）
で
は
子
供

だ
ち
の
安
全
を
確
保
し
、
生
命
を
確
保
す
る
こ

と
が
最
優
先
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
だ
め

に
子
供
だ
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
学
習
や
活
動
の
場

を
想
定
し
、
避
難
組
織
の
編
成
や
、
避
難
路
や

避
難
誘
導
の
仕
方
な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
。

0
子
供
た
ち
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し

子
供
だ
ち
が
安
全
に
避
難
し
だ
後
に
、
保
護

者
の
方
々
に
無
事
引
き
渡
す
こ
と
が
学
校
（
園
）

の
大
切
な
役
目
で
す
。
万
全
を
期
す
だ
め
に
細

力
い
留
意
点
を
考
え
て
い
ま
す
ガ
、
何
ら
力
の

事
情
で
引
き
取
り
に
来
ら
れ
ず
子
供
ガ
学
校

さ

い

し

ぐ

指
定
し
た
「
祭
祀
具
」
は
、

富
士
講
の
儀
式

に
関
す
る
も
の
で
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
、
神

田
に
あ

っ
た
講
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る

r
丸
田
講
』

お

が

た

ん

す

が
使
用
し
て
い
た
も
の

で
、
「
拝
み
鏑
笥
」
と

称
さ
れ
る
各
種
の
祭
具
を
収
納
し
て
お
く
木
製

の
簸
笥
と
、
そ
の
中
に
収
納
さ
れ
て
い
る
祭
具

一
式
で
す
。

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

祭
具
は
、
「
祭
神
像
（
木
花
咲
耶
姫
、

青
銅
製
）
」

し
ん
ち
：
＇

一
体・「
富
士
山
（
真
鍮
製
）
」

一
基．「
天
狗
（
木

製）」
二
体

一
組・「
猿

（
木
製
）
」
二
匹

一
組・「
鏡
」

「
鏡
台
」
「
灯
明
台
」
「
燭
台
」
「
灯
籠
」
「
香
炉
」
な

て
っ
こ
う

ど
で
す
。
「登
拝
装
束
」
は
、
前
掛
け
・
手
甲
．

じ

か

た

び

ず

だ

ぶ

く

ろ

脚
半
・
股
引
・
地
下
足
袋
・
頭
陀
袋
・

道
中
衣
・

数
珠
の

一
式
で
、

『丸
田
講
』

r

の
講
紋
が
染
め
付
け
ら
れ
て
い

ー

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
神
田
須
田
町
二
丁
目

二
十
五
に
あ
る
柳
森
神
社
の
境

ぐ
具

祀
内
に
は
、
区
内
の
富
士
講
に
関

一
8
 

裟
祭
す
る
石
碑
が
五
点
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

講

本
指
定
物
件
は
、
江
戸
時
代

以
降
の
本
区
に
お
け
る
庶
民
信

土富
仰
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
、
貴

▲
 重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

ー

ー

！

ー

i

l
!
|
]

〇
指
定
番
号

0
種

別

0
名

称

〇
員

数

0
所

有

者

〇
指

定

日

，

’
:

9
,＇
，

ぃ
，

＇

，
~

’

＼
9
,’

\
,
.

,
'
,

-

千
代
田
区
の
指
定
文
化
財

ー

そ

の

ニ

ー

▲地震が起きだら、まず机の下へ

▲整然と避難訓練（和泉小）

5
 

4
 



▲はげましあってひと泳ぎ（一橋中）

古かい

ゞ・~· ;ヽ.
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r
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~

ー

9

『

r

●

’
4
冨

9

し

し

ヽ

i
 

馴
うすいとうげ

▲1日碓氷峠でハイキング（今川中）

｀
 墨

▲甘くてあいし力つだスイカ（和泉小）

▲やっと登つだ金時山（お茶の水l」¥)

、

9
9
9
ー

1

,

9

，ー

で

一
分
以
上
加
熱
し
ま
す
。

病
原
性
大
腸
菌
0
|
1
5
7
に
よ
る
食

｀
の
波
紋
が
全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ

ー

菜

汀

[

:

i

i

い

い

[

[

汀

0
い

汀

二
次
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
調
理
室
で
の
あ

え
も
の
は
行
い
ま
せ
ん
。

い
る
な
か
で
、
二
1
子
期
か
始
ま
り
ま
し

こ。t
 千代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給

食
の
果
た
す
役
割
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に、

0
|
1
5
7
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
対

策
を
は
じ
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
学
校
環
境

衛
生
の
一
層
の
徹
底
に
つ
と
め
て
ま
い
り

ま
す。

r
 

令

学
校
給
食
の
衛
生
管
理
と
献
立
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
食
品
の
取
扱

い
、
施
設
設
備
、
器
具
等
の
安
全

・
衛
生
管
理

に
十
分
な
注
意
を
払
い
、
調
理
従
事
者
に
は

0

ー
1
5
7
検
便
及
び
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
一
日
か
ら
実
施
い
た
し
ま
し
た
夏
季

施
設
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
措
置
を
講
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
食
中
毒
事
故
を
契
機
と
し

て
、
よ
り
一
層
の
安
全
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
夏
季
緊
急
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
食
中
毒
事
故
の
発
生
に
よ
り

二
学
期
か
ら
当
分
の
間
、
次
の
よ
う
な
方
法
に

よ
る
献
立
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
生
野
菜
等
の
提
供
は
い
た
し
ま
せ
ん

加
熱
調
理
を
す
る
と
き
は
、
中
心
温
度
7
5
℃ ¥ 

▼

栄

養
価
に
つ
い
て

千
代
田
区
の
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
児
童

・

生
徒
の
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
を
考
慮
し
な
が

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
タ
ン
パ
ク
質
及
ぴ
脂
質
は

一
日
に
必
要
な
栄
養
索
の
三
分
の
一

星
、
カ
ル

シ
ウ
ム
、
鉄
、
ピ
タ
ミ

ン
A
、
ビ
タ
ミ

ン
B
1
、

ビ
タ
ミ
ン

B
2
及
ぴ
ピ
タ
ミ
ン

C
は
二
分
の
一

量
と
す
る
な
ど
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た

食
事
の
提
供
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
二
学
期
か

ら
の
給
食
も
栄
養
価
を
落
と
さ
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

▼
食
材
は
安
全
な
も
の
を
選
ぴ
ま
す

食
材
の
生
産

・
流
通

・
供
給
者
等
に
対
し
て

は
、
国
（
文
部
省
、
厚
生
省
）
や
都
衛
生
局
、

区
保
健
所
の
示
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
よ
り

一

層
厳
し
い
衛
生
管
理
の
方
針
を
た
て
、
安
全
な

食
材
確
保
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

条

学
校
の
飲
料
水
に
つ
い
て

学
校
の
飲
料
水
は
、
水
道
水
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
こ
の
水
道
水
は
、
送
水
の
段
階
で
塩
素

を
混
入
し
殺
菌
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学

▲濡恋村チームと野球の試合 （外濠公園グラウンド）

▲五城目町チームと水泳競技 （区立総合体育館プール）

▲左剌ガ今回購入しだ冷凍冷蔵隅

▼
日
常
点
検
に
つ
い
て

学
校
で
は
、
毎
日
蛇
口
か
ら
の
水
道
水
に
残

留
塩
索
濃
度
が
一
定
(
O
.
l

p
pm
)

以
上
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
児
童

•

生
徒
の
飲
用
と
し
て
い

ま
す
。

※
残
留
塩
素
濃
度
が
一
定
以
上
確
保
さ
れ
て
い

れ
ば
細
菌
は
殺
菌
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
受
水
槽
及
ぴ
高
架
水
槽
の
清
掃
に
つ
い
て

夏
季
休
業
期
間
中
を
利
用
し
、
受
水
槽
及
ぴ

高
架
水
槽
の
清
掃
及
ぴ
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

条

学
校
の
ブ
ー
ル
に
つ
い
て

学
校
の
プ
ー
ル
も
水
道
水
を
使
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
飲
料
水
と
同
様
に
塩
素
に
よ
り
殺
菌

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
で
は
、

プ
ー
ル

の
使
用
前
及
ぴ
使
用
中
（

一
時
間
毎
）
に
残
留

校
で
の
水
質
検
査
も
行
い
ま
し
た
。

塩
索
濃
度
が

一
定
(
0
.
4
p
pm
)

以
上
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
残
留
塩
索
濃
度
の
確
認
以
外
に
も
施

設
全
体
の
管
理
、
消
毒
剤
の
管
理
、
水
質
の
管

理
等
を
行
い
衛
生
管
理
を
図

っ
て
い
ま
す
。

条

家
庭
へ
の
お
願
い

0

|
1
5
7
に
よ
る
感
染
は
、
手
洗
い
の
励

行
な
ど
の
衛
生
習
慣
を
き
ち
ん
と
ま
も
る
こ
と

で
十
分
予
防
で
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
家
庭
の
健
康
管
理
に
十
分
気
を
配

り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
り
、
体
力
、
抵

抗
力
を
つ
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
流
水
と
石
け
ん
で
、
手
を
よ
く
洗
う

帰
宅
後

・
食
事
の
前

・
用
便
後

・
調
理
の
時

は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
野
菜
等
は
流
水
で
十
分
に
洗
う

調
理
の
際
に
生
肉
な
ど
を
切

っ
た
包
丁
、
ま

な
板
や
ポ
ウ
ル
、
ふ
き
ん
な
ど
は
よ
く
洗
い
、

家
庭
用
漂
白
剤
等
で
消
毒
し
た
り
、
熱
湯
を
通

す
な
ど
し
て
清
潔
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
食
品
は
十
分
に
加
熱

調
理
し
た
も
の
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時

早
め
に
病
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
学

校
へ
も
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

令
ふ
。＊
＊
＊
＊
ふ
舟
‘
内
冷
ふ
舟
ふ
。
ふ
冷
ふ
o
&
o
ふ
。
令
ふ
令
ふ
＞必
。
令
冷

令令4
 
や令中や令

濡
恋
村
や
五
城
目
町
と
の
ス
ボ
ー
ツ
交
流
は
今
夏
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。
八
月
四
日
に
は

濡
恋
村
チ
ー
ム
と
少
年
野
球
の
試
合
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
八
月
十
日
に
は
、
五
城
目
町
チ
ー
ム
と

｛
少
年
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
、
と
も
に
熱
戦
ガ
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
だ
。

7
 

6
 



―̀  

ひ
と
頃
、
学
校
現
場
で
は
「
行
事
の

精
選
」
が
合
言
葉
に
な

っ
て
い
た
。
確

か
に
教
育
活
動
に
支
障
を
も
た
ら
す
行

事
の
煩
雑
を
整
理
す
る
こ
と
の
必
要
も

あ

っ
た
。
が
、
そ
の
た
め
に
行
事
の
も

つ
意
義
が
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
傾
向
を

み
て
私
は
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。

か
ん
ま
ん

「
生
命
と
は
本
来
緩
慢
な
く
り
返
し
に
す
ぎ
な

い
ー
」
と
い
う
P
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
一
流
の
寸
言

の
あ
る
よ
う
に
生
命
に
は
節
が
な
く
連
続
的
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
人
間
の
実
生
活

か
ん
•
：
う
き
ふ
く

は
そ
れ
で
は
困
る
。
緩
急
起
伏
の
欠
け
る
生
活

を
送
る
だ
け
で
は
リ
ズ
ム
や
潤
い
が
生
ま
れ
な

い
。
人
の
生
活
に
は
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
時
々

が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
々
の
智
恵
は
そ

う
し
た
機
会
を
創
り
出
し
た
。

わ
が
国
に
は
古
来
か
ら
伝
統
の
―
つ
に
年
中

行
事
が
あ
る
。
都
会
、
農
山
村
漁
村
、
ど
の
よ

う
な
地
域
で
も
年
中
行
事
を
大
切
に
継
承
し
て

き
た
。
ー
わ
が
千
代
田
区
で
も
同
じ
。
行
事
は

大
切
に
さ
れ
て
い
る
ー
。
数
々
の
行
事
の
意
義

は
意
識
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
伝
統
は
今
日
も
盛
ん
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
民
俗
学
者
柳
田
國
男
に
よ
る
と
生
活
に
は

昔
か
ら

”
ハ
レ

“
（
ふ
だ
ん
と
異
な
る
改
ま
っ

た
場
合
）
と

＂
ヶ
“
（
日
常
的
な
）
の
生
活
が

あ
っ
て
、
そ
の
ハ
レ
（
晴
）

・
ケ
（
褻
）
の
組
み

合
わ
せ
が
生
活
に
リ
ズ
ム
感
を
も
た
ら
し
生
き

が

い
甲
斐
を
感
得
さ
せ
て
、い
た
と
い
う
。

「
一
年
は
三
百
六
十
五
日
、
そ
の
三
百
餘
は
た

だ
の
日
、
又
は
フ
ダ
ン
の
日
と
謂

っ
て
、
き
ま

， 

表
記
原
文
の
ま
ま
＂
筑
摩
書
房
版
“
定
本
柳
田
國
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）

適
切
な
る
生
活
の
リ
ズ
ム
は
人
の
心
に
意
欲

を
も
た
ら
し
感
動
や
感
激
、
夢
な
ど
の
情
意
を

育
て
る
。
も
ち
ろ
ん
子
供
の
心
へ
の
影
響
は
大

き
い
。
「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
／
お
正
月

に
は
…
…」

の
歌
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
た
が
、

っ
た
仕
事
を
く
り
返
し
、
忘
れ
過
ぎ
て
行
く
の

を
あ
た
り
ま
へ
の
や
う
に
思

っ
て
居
る
中
に
特

に
定
ま

っ
た
或
日
の
み
は
、
子
供
が
指
を
折

っ

て
早
く
か
ら
待
ち
暮
し
、
親
は
そ
の
為
に
身
も

疲
れ
も
い
と
は
ず
、
何
く
れ
と
前
か
ら
の
用
意

し
り
ん
•
ょ
う
と
う

を
し
て
四
隣
郷
窯

一
様
に
和
や
か
に
そ
の

一
日

を
送
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
今
日
謂
う
と
こ
ろ

の
民
間
の
年
中
行
事
で
あ

っ
た
。
」
（
傍
訓
を
除
き

く
り
い
わ
ひ
で
お

千
代
田
区
教
育
委
員
長

元
錦
華
小
学
校
長

・
幼
稚
園
長

想随

き
よ
う
い
く

今
の
子
供
た
ち
の
心
情
と
は
合
わ
な
く
な

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
。
い
つ
で
も
お
正
月
が
来
た
よ

う
に
欲
し
い
物
が
買

っ
て
も
ら
え
る
。

私
の
子
供
の
頃
は
ハ
レ

の
日
が
大
変
待
ち
遠

し
か

っ
た
。
新
調
の
衣
服
や
履
物
は
ハ
レ

の
B

を
待

っ
て
身
に
付
け
さ
せ
て
も
ら
え
た
。
晴
々

し
さ
、
晴
れ
着
、
晴
舞
台
が
実
感
で
き
た
。

「
O
O
の
日
ま
で
待

っ
て
ね
。
」
と
両
親
に
悟
さ

れ

ハ
レ
の
日
（
行
事
の
日
）
の
来
る
の
を
楽
し

み
に
、
変
化
な
き
ケ

の
日
を

一
生
懸
命
過
ご
し

た
。
そ
し
て
、
ハ
レ
の
日
に
は
身
も
心
も
躍
動

さ
せ
、
い
さ
さ
か
の
緊
張
感
さ
え
も
感
じ
な
が

ら
、
そ
の
日
を
改
ま

っ
た
気
分
で
過
ご
し
、
次

の
ハ
レ
の
日
に
向
け
て
ま
た
、
何
ら
か
の
夢
や

楽
し
み
を
心
に
描
き
、
小
さ
な
目
あ
て
を
胸
に

抱
い
て
変
ら
ぬ
日
々
を
自
分
な
り
に
色
づ
け
し

な
が
ら
生
活
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
貧

富
の
別
な
く
心
の
リ
ズ
ム
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を

豊
か
に
抱
い
て
感
動
の
あ
る
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
。

今
日
、
正
月
や
節
句

・
誕
生
日
、
始
業
式

・

終
業
式
・
卒
業
式
・
運
動
会

・
学
芸
会

・
地
域

の
祭
礼

・
縁
日
な
ど
、

家
庭
行
事
、

学
校
行
事
、

社
会
行
事
等
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
が
人
間
ら
し
く
潤
い

と
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
、
改
め
て
そ

か

り

の
意
義
を
顧
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

今
年
の
夏
は
ア
ト
ラ
ン
タ

・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

と
病
原
性
大
腸
菌
0
|
1
5
7
の
話
題
で
も
ち

き
り
で
し
た
。
と
り
わ
け
大
腸
菌
0
ー
1
5
7

り

か
ん

は
、
大
阪
府
堺
市
の
児
童
の
大
量
罹
患
と
い
う

非
常
事
態
と
な
り
、
学
校
給
食
が
そ
の
伝
染
媒

体
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
二
学
期
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
堺
市

の
事
態
を
他
山
の
石
と
し
て
、
学
校
給
食
、の
衛

生
管
理
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
た

ち
の
衛
生
意
臨
を
高
め
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど

実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
季
施
設
は
概
ね
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ど
の
学
校
も
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
た
よ
う

で
す
。
海
に
山
に
子
供
た
ち
は
、
大
自
然
の
中

で
得
難
い
体
験
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

待
ち
望
ん
で
い
た
昌
平
童
夢
館
が
い
よ
い
よ

開
館
し
ま
す
。
九
月
二
十
八
日
に
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
小
学
校
や
幼
稚
園
の
ほ
か
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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